
 

  

 

 

 

「 コロナ禍でも 教 學 相 長 」 

＝教えることと学ぶことがうまくかみ合い学業が成り立つ＝ 
 

                    校長 小 髙 敏 男 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

  

 

    

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

令和２年 ９月３０日 

１０月号 （№５９０） 

練 馬 区 立 豊 玉 小 学 校 

校長  小髙 敏男  

今でも、感染症予防のためにソーシャルディスタン

スをとっての新しい生活が求められ、子供たちのかか

わり合いや学び合いが希薄になりがちとなることを心

配しています。人としての成長や未来の社会を担う子

供たちのためには、人とかかわり合う力がとても重要

になります。ＩＣＴやＡＩの進んだ今、コロナ禍にお

いて大学などを中心にオンラインでの授業が現実に実

施されています。しかし、学校はこれからも生身の人

と人とが直接かかわり合って学び合うことに教育的価

値があると考えています。 

中国の儒教の経典「礼記」の中に「教學相長」とい

う言葉が記されています。意味は、「人に教えることと、

師から学ぶことは、相補い合うもので、両方を経験し

てはじめて学業も向上する。」という意味の言葉です。

“教えてみて、初めて教育の難しさが分かり、学問を

してみて、自分の知識の不足を知る。自分の能力を反

省し難しさが分かってこそ、一心に努力することにな

る。”との教えがこの言葉に込められています。 

 本校では、2 学期から机二つ分程度の距離をとって

話し合う学習活動を学級でも再開しました。この言葉

は、話し合い活動を再開した本校の子供たちにも教員

にも意味のある言葉であると考えます。本校の授業の

重点として、かかわり合い学び合いを工夫した授業を

行っています。かかわり合う学習では、自分が調べた

ことを学級や他学年に伝える（教える）活動などがよ

く行われます。友達や他学年の人に分かってもらうた

めには、まず自分自身が伝えようとすることについて

詳しくなくてはなりません。教えるために自分の学ん

だことをさらに確かなものにする学習が必然的に生ま

れ、学力の定着につながります。また、自分の考えた

課題の解き方を伝える（教える）学習場面も多く設定

しています。子供同士で教え合うことで、分かってい

ると思っていたことがあやふやであることに気付くこ

とも多く、子供は教えながら自分 

 

の考えをより確かなものにしていきます。「指示待

ちの子供が多い、受け身の子供が多い」と言われま

すが、教えてもらうだけでなく、教えることにつな

がるかかわり合いや学び合いを授業で仕組んでい

くことが重要であると考えます。 

 

また、子供たちの確かな学力の定着のためには、

教員の授業力がなにより大切です。そう考える時

に、「教學相長」という言葉の意味と重なります。

教師は、日々の授業において子供たちに各教科の学

習内容を説明したり、質問したりして教えていま

す。しかし、教師が想定していた発言や反応が子供

たちから得られないことがしばしばあります。そん

な時には、教材が適切であったのか？授業の組み立

てはどうだったのか？子供への発問の仕方はどう

だったのか？などと思い悩み、次時への工夫改善に

努力していきます。教師も、日々教えながら授業力

を向上させていきます。子供たちに確かな学力を確

実に身に付けさせたい、向上させたいという思いが

強ければ強いほど、自己の授業の課題を見つけ改善

させていきます。 

 私は、子供たちの学力を向上させたいという教員

の熱意と、今よりもさらに良くなりたいという子供

たちの意欲とが、学び合い高め合う喜びの中でかみ

合って毎時間の授業が成立し、子供たちの学力が向

上するのだと思います。 

 ご家庭では、家に帰った子供たちから、今日勉強

したことを話してもらうことがあると思います。そ

んな時に、聞き方を少し変えて、「どうやって解い

たらいいか教えてくれる？」などと教えてもらうよ

うにすることで、子供たちにとって教える活動とな

り、子供の学びを確かなものにします。家庭での会

話も大切な学びの一つです。工夫してみてくださ

い。 

 



  

 

 

 

 

 

 
 

10月の行事予定※教室にベルマーク回収箱を設置しました。○の中は授業時間、特は特別時程です。 

日 月 火 水 木 金 土 

27 28 
放送朝会 

29  
朝学習 

30 
朝学習 

10/1 
朝学習 
通常授業日 
（都民の日） 

2 
朝学習 
安全指導 

3 通常授業 
スポーツフェスティバル
(５・６年卒業アル
バム用写真撮影) 

4 5  
放送朝会 
 

6   
朝学習 
読み聞かせボラ
ンティア説明会 

7  
朝学習 
委員会活動 
(６年卒業アルバ
ム用写真撮影) 

8  
朝学習 
６年中学校体験 

9  
朝学習 
避難訓練 

10   
（休日） 

11 12  
放送朝会 
 

13   
朝学習 
６年縦割り班 
班長会議 

14  
 
 

15    
朝学習 

16  
朝学習 

17 

18 19  
放送朝会 
読書旬間始 
(11月14日まで) 
１年保護者会 

20    
朝読書 

21  
朝読書 
１年心臓検診 

22  
朝読書 

23  
朝読書 
通知表配布 

24 

25 26  
放送朝会 
 

27  
朝読書 

28  
朝読書 
教育指導課訪問 

29  
朝読書 
※学校保健委員会は
中止になりました。 

30  
音楽集会 

31 

○運動会に代わるスポーツフェスティバル実施に伴い、第２土曜日が休日に変更になっています。 

○感染拡大防止のため、スポーツフェスティバルは参観できる人数・時間が決まっています。スポー

ツフェスティバルのお手紙をご覧ください。なお、校舎内の公開は行いません。 

〇今年度のクリーン運動、学校保健委員会は中止になりました。 

＊行事予定は変更になる場合があります。お手数ですが、学年だよりや、学級だより等で再度ご確認ください。 

  

 

 

 

 

 

 

１０月の生活目標 「正しい言葉づかいをしよう」 生活指導部  紺多 章一郎 
 
今月の生活目標は「正しい言葉づかいをしよう」です。正しい言葉づかいをするとは、具体的にどんな

ことに気をつけたらいいのでしょうか。   

○「～です。」「～ます。」などのていねいな言い方をする。 

○名前を呼ばれたら相手に聞こえる声でしっかり返事をする。 

○「さん」や「くん」をつけて友達の名前を呼ぶ。 

○相手に応じて敬語を使う。 

など、たくさんのことが考えられます。また、お世話になっている方々に「ありがとうございます。」と

いう感謝の心。「おはようございます。」という明るい心。声をかけられたら「はい。」と返事をする素直な

心。気持ちは言葉に表すことができます。自分と関わるすべての人に敬意をもって生活することを心がけ

ていくことで、子供たちに『人と関わる温かさ』をたくさん感じていってほしいと考えています。         

心のふれあい相談室 開室日 
２（金） ３(土) ５(月) ９（金) １２(月)  

１６（金）１９(月) ２１(水) ２６（月) ３０(金) 

  ９：３０～１６：００ 

★面談希望の方は、相談室用電話までお電話ください。 

相談室 ０８０－２０１０－１１４４ 
 

スクールカウンセラー 来校日 
１日 ８日 １５日 ２２日（木曜日） 

  ９：３０～１６：００ 

★面談希望の方は、職員室 副校長までお電話ください。 

 職員室 ３９９３－４２８６ 

読み聞かせボランティア 
 読書旬間中に読み聞かせを行うこと

にしました。１０月６日（木）１０：

００～図書室にて読み聞かせボランテ

ィアの説明会を行います。たくさんの

方に参加をいただきありがとうござい

ます。 

 読み聞かせボランティアの日時が決

まり次第、お子さんを通じてお手紙を

配布致します。 


